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苦
境
苦
境
苦
境
苦
境
をををを
打
破
打
破
打
破
打
破
しししし
、、、、
未
来
未
来
未
来
未
来
をををを
展
望
展
望
展
望
展
望    

―
台
湾
は
如
何
に
し
て
世
界
の
変
化
に
対
応
す
べ
き
か
― 

二
〇
一
〇
年
三
月
二
十
三
日
（
於
国
賓
飯
店
） 

李 

登 

輝 

 

慶
応
義
塾
台
湾
三
田
会
の
陳
俊
龍
会
長
、
早
稲
田
大
学
台
湾
校
友
会
の
董
炯
熙
会
長
、
台
北
稲
門
会

の
山
田
敦
会
長
、
及
び
慶
応
大
学
台
湾
校
友
会
・
早
稲
田
大
学
台
湾
校
友
会
の
会
員
、
そ
し
て
ご
来
賓

の
皆
様
。
こ
ん
ば
ん
は
。 

只
今
ご
紹
介
に
預
か
り
ま
し
た
李
登
輝
で
す
。 

今
夜
の
慶
早
新
春
連
合
会
に
ご
招
待
を
受
け
、
目
下
進
行
中
の
世
界
規
模
で
の
景
気
後
退
と
金
融
シ

ョ
ッ
ク
に
台
湾
は
如
何
に
し
て
対
応
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
話
を
し
て
欲
し
い
と
の
要
求
が
あ
り
ま
し



 二 

た
。
非
常
に
光
栄
に
思
い
、
喜
ん
で
承
諾
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
支
持
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。 

  

西
暦
二
〇
〇
〇
年
以
来
、
台
湾
の
経
済
発
展
は
国
内
政
治
の
不
安
定
と
二
〇
〇
八
年
十
月
に
、
突
然

起
き
た
地
球
規
模
の
景
気
後
退
の
未
曾
有
の
困
難
と
危
機
に
襲
わ
れ
て
い
ま
す
。
新
政
府
の
能
力
と
判

断
、
策
略
決
定
力
量
の
不
足
は
台
湾
の
人
民
を
し
て
ま
す
ま
す
五
里
霧
中
に
陥
れ
て
い
ま
す
。
如
何
に

し
て
現
在
の
困
難
を
突
破
し
て
新
し
い
方
向
を
探
し
出
す
か
が
、
今
、
大
衆
の
専
ら
の
関
心
事
で
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
私
は
今
日
、「
苦
境
を
打
破
し
、
未
来
を
展
望
」
と
言
う
題
目
で
、
四
つ
の
問
題
と

解
決
方
案
を
提
起
し
、
皆
様
と
一
緒
に
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
ず
第
一
に
世
界
金
融
の
シ
ョ
ッ
ク
と
、
需
要
の
大
幅
減
退
下
に
於
け
る
台
湾
。 

第
二
に
台
湾
経
済
の
挑
戦
と
機
会
。 



 三 

第
三
に
失
業
と
貧
富
差
の
拡
大
問
題
。 

第
四
に
産
業
構
造
の
再
調
整
で
す
。 

 

一
．
世
界
金
融
の
シ
ョ
ッ
ク
と
需
要
の
大
幅
減
退
下
に
於
け
る
台
湾 

 
 こ

の
度
の
地
球
規
模
で
の
景
気
後
退
は
、
異
例
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
特
徴
が
存
在
し
て
い
ま
す
。 

 

異
例
で
あ
る
点
に
つ
い
て
言
え
ば
、
以
前
は
世
界
経
済
の
一
部
が
景
気
後
退
に
見
舞
わ
れ
て
も
、
他

の
地
域
は
安
全
が
保
た
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
そ
れ
が
世
界
規
模
で
起
こ
っ
て
お
り
、
中
国

や
イ
ン
ド
の
経
済
成
長
で
さ
え
、
こ
れ
を
支
え
き
れ
な
い
で
お
り
ま
す
。 

 
 



 四 

 

今
回
の
景
気
後
退
は
、
突
然
発
生
し
た
こ
と
が
最
も
注
目
に
値
し
ま
す
。
二
〇
〇
八
年
十
月
以
降
、

特
に
、
そ
の
半
年
間
の
急
激
な
需
要
減
退
は
、
実
に
衝
撃
的
で
恐
ろ
し
い
時
期
で
し
た
。
今
回
の
景
気

後
退
を
予
測
し
難
い
も
の
に
し
た
の
は
、
企
業
と
金
融
界
は
過
去
十
年
間
、
多
く
の
面
で
、
よ
り
開
放

的
で
あ
り
、
透
明
性
を
増
し
た
も
の
の
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
や
投
資
銀
行
な
ど
に
よ
る
闇
の
銀
行
シ
ス

テ
ム
が
保
有
す
る
負
債
と
債
権
が
崩
壊
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
突
然
大
打
撃
を
受
け
た
の
で
す
。
国
際

的
金
融
統
制
を
預
か
るIM

F
が
、
全
く
そ
の
機
能
を
失
い
、
欧
米
や
日
本
政
府
が
大
掛
か
り
で
、
前

例
を
見
な
い
施
策
を
と
っ
て
、
一
時
的
に
状
態
が
納
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
が
、
今
後
も
想
定
外

の
こ
と
が
起
こ
る
可
能
性
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
の
下
で
、
台
湾
は
い
か
な
る
対
策

を
採
る
べ
き
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

（
１
）
台
湾
は
対
外
依
存
度
が
高
い
た
め
、
欧
米
の
景
気
後
退
に
よ
る
打
撃
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら



 五 

な
い
。 

 

上
述
し
た
様
に
欧
米
各
国
政
府
は
前
例
を
見
な
い
ほ
ど
の
態
勢
で
、
金
融
危
機
を
迅
速
に
対
処
し
た
と

は
言
え
、
一
部
透
明
さ
を
欠
く
金
融
界
で
は
、
今
後
も
想
定
外
の
出
来
事
が
起
こ
る
可
能
性
も
充
分
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
。
失
業
者
の
増
加
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
救
済
に
よ
る
納
税
者
の
大
き
な
負
担
、
公
的

負
債
の
増
加
に
対
す
る
社
会
的
、
政
治
的
な
反
応
が
変
化
し
て
、
世
界
需
要
の
更
な
る
減
退
は
必
然
的

で
あ
る
と
見
ら
れ
ま
す
。 

 
 台

湾
の
中
央
銀
行
が
今
年
一
月
に
発
表
し
た
「
台
湾
経
済
情
勢
の
回
顧
と
展
望
」
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

二
〇
〇
九
年
の
経
済
成
長
率
は
二
〇
〇
八
年
の

0
.7
3

％
か
ら
マ
イ
ナ
ス

2
.5
3

％
に
減
退
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
第

4

四
半
期
の

6
.8
9

％
と
い
う
未
確
定
的
な
統
計
数
字
に
よ
っ
て
、
全
年
で
マ
イ
ナ
ス



 六 

2
.5
3

％
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
第
１
四
半
期
か
ら
第

3

四
半
期
だ
け
の
平
均
で
は
マ
イ
ナ
ス

5
.7
6

％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
輸
出
入
の
激
減
が
主
で
、
国
内
需
要
は
、
こ
れ
に
次
い
で
減
少
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
新
政
府
は
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
、
及
び
二
〇
一
〇
年
の
台
湾
経
済
成
長
率
を
強
く
香
港
、
中
国

に
依
存
す
る
政
策
を
と
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
国
内
経
済
は
暫
時
的
に
回
復
し
た
と
し
て
も
、
経

済
発
展
の
動
態
的
能
力
は
強
く
は
な
り
ま
せ
ん
。
輸
出
の
促
進
は
多
方
面
の
努
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

為
替
率
の
適
正
、
イ
ン
フ
レ
傾
向
の
促
進
、
国
内
投
資
の
努
力
な
ど
、
非
常
に
重
要
な
措
置
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。 

 

（
２
）
海
外
、
国
内
の
金
融
規
制
が
酷
く
落
伍
し
て
い
る
。 

金
融
危
機
の
根
本
は
国
際
金
融
に
端
を
発
し
て
い
る
。 



 七 

 

闇
の
銀
行
シ
ス
テ
ム
が
、
欧
米
の
金
融
機
関
の
不
正
行
動
に
よ
っ
て
、
多
く
の
複
雑
な
デ
リ
バ
テ
ィ
ヴ

関
連
商
品
を
作
り
、
不
良
債
権
に
高
利
息
を
つ
け
て
、
開
発
途
上
国
の
資
金
を
吸
い
上
げ
て
い
る
の
で

す
。
低
利
率
を
維
持
し
て
い
る
台
湾
で
は
、
金
融
機
関
が
大
規
模
な
「
理
専
」
と
言
う
職
員
を
使
っ
て
、

欧
米
の
債
権
の
売
り
上
げ
で
収
益
を
上
げ
て
お
り
、
こ
れ
ら
不
正
常
な
金
融
操
作
に
リ
ス
ク
が
集
ま
っ

て
い
る
事
実
は
、
規
制
当
局
者
、IM
F

や
金
融
機
関
自
身
で
も
大
規
模
に
隠
蔽
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

台
湾
で
は
、
こ
う
言
っ
た
ず
さ
ん
な
金
融
政
策
に
対
し
て
、
極
端
に
安
価
な
信
用
供
与
を
行
い
、
税
制

上
の
欠
陥
と
金
融
機
関
の
リ
ス
キ
な
行
為
を
調
整
せ
ず
、
銀
行
の
合
併
を
促
進
す
る
金
融
改
革
が
行
わ

れ
て
き
た
の
で
す
。 

 



 八 

台
湾
は
小
型
の
開
放
経
済
に
属
し
、
大
海
を
航
行
す
る
小
船
の
よ
う
に
、
自
主
的
な
経
済
金
融
を
保
持

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

（
３
）
自
由
化
と
地
球
化
は
適
切
な
規
制
が
必
要
で
あ
り
、
放
任
主
義
で
あ
っ
て
は
な
ら
な 

 

い
。 

 

一
般
的
に
金
融
の
自
由
化
と
貿
易
の
自
由
化
は
経
済
的
に
有
利
で
あ
る
と
多
く
の
人
が
認
め
て
い
ま

す
。
過
度
に
経
済
有
利
で
あ
る
と
認
め
る
過
ち
は
、
資
金
、
商
品
、
人
員
の
国
家
間
の
移
動
に
於
い
て
、

難
易
の
程
度
が
異
な
る
こ
と
に
よ
る
の
で
す
。
目
下
、
台
湾
経
済
に
お
け
る
二
大
危
機
は
、
中
国
に
対

す
る
過
度
の
依
頼
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
過
度
の
依
頼
で
す
。
政
府
は
こ
れ
に
対
す
る
有
効
な
対
策
を
持

た
ず
、
逆
に
自
由
化
を
放
任
と
曲
解
し
、
す
べ
て
関
与
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

政
府
は
台
湾
商
人
の
中
国
投
資
に
対
し
て
は
、
た
だ
個
別
会
社
の
要
求
に
基
づ
い
て
、
そ
の
開
放
の
声



 九 

を
聞
い
て
、
開
放
後
に
起
こ
る
社
会
的
な
マ
イ
ナ
ス
の
衝
撃
を
考
え
て
い
ま
せ
ん
。 

金
融
グ
ロ
ー
バ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
も
同
じ
く
、
た
だ
放
任
と
金
融
機
関
の
合
併
を
奨
励
す
る

だ
け
で
、
金
融
の
監
理
、
規
約
の
修
正
な
ど
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
せ
ん
。 

 

若
し
、
政
府
が
依
然
と
し
て
こ
の
様
な
簡
易
な
自
由
市
場
を
考
慮
し
て
、
商
人
を
放
任
し
、
人
民
に
は

開
放
後
に
お
け
る
社
会
的
悪
効
果
を
負
担
せ
よ
と
強
調
し
た
ら
、
人
民
の
支
持
と
承
認
を
得
る
こ
と
は

非
常
に
難
し
い
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

（
４
）
施
政
目
標
は
絶
え
ず
機
会
と
リ
ス
ク
の
間
に
バ
ラ
ン
ス
を 

求
め
る
べ
き
で
あ
る
。 

 



 十 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
於
い
て
、
商
品
、
資
金
及
び
技
術
の
国
家
間
移
動
が
自
由
に
な
り
、
政
治
障
害
が
除

か
れ
た
後
、
商
品
市
場
は
、
も
は
や
政
府
地
域
の
制
限
を
受
け
ず
、
各
主
要
市
場
が
、
逐
次
単
一
市
場

に
整
合
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
然
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
大
多
数
の
人
間

が
自
由
に
国
家
を
選
択
す
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。 

 

大
多
数
の
国
民
の
経
済
活
動
は
、
や
は
り
国
家
の
領
土
内
で
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
国
際

的
に
自
由
に
移
動
出
来
る
資
源
の
所
有
者
か
ら
言
え
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
一
種
の
機
会
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
そ
の
他
の
人
民
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
リ
ス
ク
と
脅
威
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
政
府
の
施
政
目

標
は
、
必
ず
こ
の
両
者
を
考
慮
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
状
態
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 

二
、
台
湾
経
済
の
挑
戦
と
機
会 



 十一 

 
 七

〇
年
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
が
終
了
し
た
後
、
欧
州
先
進
国
は
、
国
家
経
済
の
自
主
性
が
国
全
体
の

発
展
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
に
気
付
き
、
国
家
の
生
存
と
発
展
の
経
済
優
位
性
は
、
そ
の
国
の
所

有
す
る
技
術
と
資
源
の
開
発
、
管
理
と
分
配
能
力
に
依
頼
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
白
に
な
り
ま
し

た
。 

 (

１)

経
済
自
主
性
を
高
め
る
こ
と
。 

 

上
述
し
た
台
湾
経
済
の
二
大
危
機 

― 

即
ち
過
度
の
中
国
依
存
と
過
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
入
は
、
経

済
自
主
性
を
軽
視
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
す
。
政
府
は
必
ず
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
給
度
を
高
め
、
内
需

産
業
の
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
の
危
機
を
避
け
る
と
同



 十二 

時
に
、
国
際
景
気
後
退
が
台
湾
の
経
済
に
与
え
る
衝
撃
を
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 (

２)

革
新
に
よ
っ
て
経
済
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
。 

 

台
湾
の
人
民
は
過
去
の
経
済
発
展
過
程
に
於
い
て
、
常
に
未
来
を
展
望
し
、
国
を
超
え
る
技
術
移
転
と

国
際
競
争
に
対
し
て
は
、
絶
え
ず
各
製
品
の
革
新
に
注
意
し
、
商
業
的
機
会
と
発
展
の
潜
在
性
を
洞
察

し
、
機
会
を
見
失
わ
ず
、
新
し
い
市
場
の
開
拓
を
行
っ
て
、
製
品
の
競
争
能
力
を
高
め
て
来
ま
し
た
。 

 

革
新
は
台
湾
経
済
発
展
の
原
動
力
で
あ
り
、
企
業
家
は
革
新
に
よ
っ
て
利
潤
を
獲
得
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
全
体
的
経
済
の
発
展
は
、
こ
れ
ら
企
業
家
の
、
不
断
な
る
革
新
の
創
造
的
破
壊
過
程
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。
革
新
に
よ
っ
て
、
現
在
の
技
術
と
製
品
が
取
り
替
え
ら
れ
、
発
展
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度



 十三 

成
熟
に
達
し
た
産
業
が
、
若
し
革
新
さ
れ
な
け
れ
ば
、
や
が
て
斜
陽
産
業
と
し
て
取
り
残
さ
れ
る
で
し

ょ
う
。 

 

市
場
の
需
要
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
初
め
て
革
新
の
機
会
が
得
ら
れ
、
企
業
は
そ
れ
に
誘
発
さ
れ
、

研
究
開
発
に
身
を
投
じ
、
成
熟
し
た
産
業
が
新
し
い
別
の
発
展
期
に
邁
進
で
き
る
の
で
す
。
経
済
体
系

内
の
如
何
な
る
産
業
も
、
発
展
期
と
成
熟
期
が
異
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
如
何
な
る
時
期
に
も
、
あ

る
産
業
は
発
展
期
に
あ
り
、
あ
る
産
業
は
成
熟
期
に
あ
り
、
発
展
と
成
熟
は
交
錯
し
て
存
在
し
、
革
新

は
不
断
に
起
こ
り
、
経
済
の
発
展
を
促
す
の
で
す
。 

 

（
３
）
中
小
企
業
の
革
新
的
努
力
に
よ
っ
て
、
台
湾
経
済
は
奇
跡
的
な
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
が
出
来
た
。 

 



 十四 

過
去
に
お
け
る
台
湾
経
済
発
展
の
重
要
な
要
因
は
、
中
小
企
業
の
貢
献
が
強
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。
中

小
企
業
は
機
会
を
旨
く
捕
ら
え
て
は
、
国
際
貿
易
を
利
用
し
、
海
外
か
ら
の
技
術
移
転
に
よ
っ
て
、
国

際
社
会
に
肯
定
さ
れ
る
台
湾
経
済
奇
跡
を
つ
く
り
上
げ
ま
し
た
。
六
〇
年
代
、
政
府
は
外
国
人
の
台
湾

へ
の
投
資
に
有
利
な
奨
励
を
提
供
し
、
そ
の
上
、
高
い
素
質
の
労
働
力
を
供
給
し
て
、
少
な
か
ら
ざ
る

先
進
国
家
の
企
業
を
誘
致
、
ま
た
は
労
働
集
約
的
な
製
品
を
購
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
台
湾

の
企
業
は
先
進
的
な
生
産
技
術
と
管
理
技
術
を
習
得
し
、
又
、
多
く
の
台
湾
の
優
秀
人
材
が
育
っ
た
の

で
す
。
こ
れ
ら
の
技
術
を
習
得
し
た
者
は
、
後
に
自
ら
創
業
し
て
外
資
企
業
の
必
要
と
す
る
部
品
や
外

国
商
人
の
必
要
と
す
る
製
品
を
生
産
し
始
め
ま
し
た
。
多
く
の
中
小
企
業
は
、
一
回
目
の
注
文
を
受
注

す
る
と
、
国
際
市
場
に
進
出
す
る
機
会
を
得
、
外
国
商
人
のO

E
M

工
場
と
な
り
ま
し
た
。 

 

台
湾
中
小
企
業
の
供
給
す
る
、
品
質
の
高
い
、
廉
価
な
製
品
や
部
品
は
、
又
、
更
に
多
く
の
外
国
商
人



 十五 

を
引
き
つ
け
、
台
湾
に
投
資
、
工
場
設
置
、
そ
し
て
製
品
の
購
入
を
行
っ
た
の
で
す
。 

 

（
４
）
後
進
国
に
進
出
し
て
、
本
国
で
の
過
去
の
成
功
経
験
を
生
か
す
こ
と
は
、
悪
性
価
格
競
争
に
陥

る
だ
け
で
あ
る
。 

  

台
湾
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
後
期
に
至
り
、
成
熟
期
に
達
し
た
一
部
の
産
業
が
、
革
新
と
研
究
発
展

を
忘
れ
、
又
、
国
内
の
労
働
賃
金
上
昇
の
影
響
を
受
け
て
、
生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
る
為
に
、
東
南
ア
ジ

ア
や
中
国
に
進
出
し
ま
し
た
。
こ
の
様
な
後
進
地
域
に
進
出
し
て
、
台
湾
で
の
成
功
経
験
を
創
ろ
う
と

し
た
策
略
は
、
個
別
企
業
に
と
っ
て
リ
ス
ク
の
最
も
少
な
い
方
法
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
学
習
す
る
方

法
が
な
く
、
摸
倣
的
競
争
の
結
果
、
最
後
は
悪
性
の
価
格
競
争
に
陥
り
、
な
ん
ら
の
利
潤
を
得
る
こ
と

が
出
来
ず
、
止
む
な
く
閉
鎖
、
或
い
は
移
動
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
に
な
り
ま
し
た
。 



 十六 

私
は
台
湾
の
中
小
企
業
経
営
者
が
、
過
去
の
様
に
精
神
を
打
ち
込
ん
で
、
製
品
の
品
質
を
引
き
上
げ
、

新
し
い
挑
戦
に
相
対
し
て
、
更
に
発
展
過
程
に
お
け
る
革
新
の
重
要
性
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。 

 

（
５
）
政
府
は
中
小
企
業
の
革
新
と
転
換
に
協
力
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

台
湾
経
済
の
将
来
が
継
続
的
に
発
展
す
る
か
否
か
は
、
一
に
上
述
の
革
新
的
能
力
の
継
続
的
発
揮
如
何

に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
政
府
は
、
台
湾
に
留
ま
っ
て
転
換
し
た
い
、
或
は
革
新
し
た
い
中
小
企

業
の
投
資
や
コ
ス
ト
の
引
き
下
げ
に
充
分
な
協
力
を
与
え
て
い
ま
せ
ん
。
又
、
補
充
的
外
国
人
労
働
者

の
申
請
や
環
境
法
規
の
執
行
も
厳
格
且
つ
煩
雑
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
皆
、
中
小
企
業
の
核
心
的
意
志
に

打
撃
を
与
え
て
い
ま
す
。
中
小
企
業
が
獲
得
す
る
生
産
値
は
、
大
企
業
に
比
べ
て
決
し
て
大
き
く
は
あ



 十七 

り
ま
せ
ん
。
但
し
、
中
小
企
業
は
社
会
の
雇
用
機
会
を
創
出
し
、
又
、
維
持
す
る
最
も
重
要
な
柱
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
政
府
が
若
し
中
小
企
業
の
存
在
を
無
視
し
た
と
な
る
と
、
社
会
の
失
業
率
は
ま
す

ま
す
高
く
な
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。 

 

三
．
失
業
問
題
を
解
決
し
、
貧
富
の
格
差
を
縮
小
す
る
こ
と 

 
 失

業
と
貧
富
の
差
の
拡
大
は
、
目
下
、
台
湾
の
中
産
階
級
以
下
の
人
民
の
大
き
な
苦
痛
の
種
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

 

（
１
）
中
下
層
の
所
得
が
継
続
的
に
マ
イ
ナ
ス
成
長
に
あ
る
こ
と
は
、
階
級
対
立
を
刺
激
し
、
同
時
に

民
主
制
度
に
衝
撃
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。 



 十八 

 
 

 

過
去
七
年
間
、
台
湾
の
平
均G

D
P

は
四
％
を
超
え
て
成
長
し
て
来
ま
し
た
が
、
未
だ
大
多
数
の
家

庭
の
所
有
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
最
低
所
得
の
二
十
％
の
家
庭
で
、
そ
の
支
配
で
き
る
収
入
は
、
平
均

マ
イ
ナ
ス
〇
．
四
七
％
と
い
う
状
態
で
成
長
し
、
次
の
低
所
得
二
十
％
の
家
庭
の
収
入
は
、
年
平
均
マ

イ
ナ
ス
〇
．
一
六
％
程
度
で
、
共
に
殆
ど
増
加
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
台
湾
の
多
く
の
家
庭
は
、
将
来
に

お
け
る
雇
用
機
会
と
所
得
収
入
の
成
長
に
強
い
不
安
を
抱
い
て
い
ま
す
。
新
し
い
雇
用
機
会
が
増
加
せ

ず
、
又
、
現
在
の
雇
用
機
会
が
大
量
に
流
失
し
て
い
る
の
を
み
て
、
自
己
の
前
途
に
深
い
憂
い
を
持
ち

始
め
て
い
る
の
で
す
。
所
得
収
入
が
増
加
出
来
な
い
状
況
は
、
少
な
か
ら
ざ
る
家
庭
の
経
済
地
位
の
持

続
的
悪
化
を
来
た
し
、
充
分
に
経
済
発
展
の
成
果
を
享
受
出
来
な
い
こ
と
で
、
大
多
数
の
人
民
は
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に
対
し
て
、
か
な
り
の
疑
問
を
抱
い
て
い
ま
す
。 

 



 十九 

政
府
が
若
し
即
刻
、
こ
の
様
な
家
庭
経
済
地
位
の
持
続
的
悪
化
を
解
決
出
来
な
い
な
ら
ば
、
他
国
の
経

験
を
み
て
も
分
か
る
様
に
、
こ
れ
ら
中
下
層
の
人
民
は
、
階
級
的
対
立
や
現
有
政
治
体
制
の
転
覆
に
奮

闘
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
人
民
は
、
民
主
制
度
が
彼
等
に
公
平
正
義
、
或
は
機
会
均

等
を
与
え
ら
れ
な
い
な
ら
ば
、
民
主
制
度
に
対
し
て
さ
え
、
自
信
喪
失
と
い
う
結
果
を
生
み
出
す
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。 

 

（
２
）
両
岸
の
経
済
貿
易
に
対
し
、
有
効
な
管
理
が
出
来
な
い
上
で
の
大
量
資
金
の
海
外
投
資
は
、
国

内
投
資
に
強
く
影
響
を
及
ぼ
す
。 

 

失
業
と
実
質
所
得
の
停
滞
が
継
続
的
に
悪
化
し
た
原
因
は
、
多
く
の
台
湾
企
業
が
、
過
度
に
コ
ス
ト

引
き
下
げ
に
気
を
と
ら
れ
、
産
業
の
海
外
移
転
策
略
を
強
調
し
て
、
革
新
の
重
要
性
を
忘
れ
た
事
に
も

拠
り
ま
す
が
、
過
去
八
年
間
、
民
進
党
政
府
が
、
両
岸
の
経
済
貿
易
の
管
理
を
怠
っ
た
責
任
は
問
わ
れ



 二十 

る
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
台
湾
企
業
が
行
っ
た
中
国
投
資
は
、
台
湾
のG

D
P

に
お
け

る
比
率
が
一
九
九
九
年
の
〇
．
五
％
か
ら
、
二
〇
〇
七
年
に
は
一
挙
に
上
昇
し
て
二
．
六
％
に
達
し
て

い
ま
す
。
新
政
府
成
立
後
も
ま
た
、
積
極
的
に
問
題
を
解
決
せ
ず
、
企
業
の
中
国
進
出
を
放
任
し
、
二

〇
〇
九
年
第
三
四
半
期
、
株
式
市
場
に
上
場
し
て
い
る
会
社
の
中
国
へ
の
移
転
金
額
は
、
五
百
二
十
二

億
元
に
達
し
、
上
半
期
の
移
転
金
額
を
超
え
る
状
態
に
あ
り
ま
す
。
資
金
の
持
続
的
外
へ
の
移
行
の
結

果
、
国
内
投
資
の
投
資
率
は
ほ
と
ん
ど
上
が
ら
ず
、
雇
用
機
会
の
海
外
移
出
が
多
く
、
新
し
い
雇
用
機

会
も
国
内
投
資
の
減
少
で
伸
び
悩
み
、
先
進
諸
国
へ
の
投
資
も
不
足
の
為
、
所
得
収
入
は
自
然
増
加
出

来
ず
、
将
来
の
家
庭
所
得
の
格
差
は
拡
大
す
る
ば
か
り
で
す
。 

 

（
３
）
家
庭
の
所
得
収
入
の
増
加
を
促
進
す
る
こ
と
が
、
財
政
政
策
の
主
要
な
任
務
で
あ
る
。 

 



 二十一 

目
下
、
台
湾
の
経
済
問
題
は
、
経
済
が
成
長
し
な
い
こ
と
で
は
な
く
、
近
年
来
、
家
庭
の
所
得
収
入
が

減
退
状
態
に
あ
る
こ
と
が
そ
の
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
政
府
は
、
如
何
に
し
てG

D
P

成
長
を
多

く
の
家
庭
の
所
得
収
入
の
増
加
に
転
化
す
る
か
を
財
政
政
策
の
緊
急
目
標
と
す
べ
き
で
す
。
家
庭
所
得

収
入
の
成
長
が
経
済
成
長
と
同
一
歩
調
で
進
ま
な
い
こ
と
は
、
世
界
的
な
普
遍
現
象
で
は
あ
り
ま
す
が
、

台
湾
と
中
国
の
経
貿
関
係
が
過
度
に
密
接
に
な
っ
た
為
に
、
こ
の
様
な
現
象
が
特
に
深
刻
化
し
て
い
る

の
で
す
。 

四
．
台
湾
の
産
業
構
造
を
調
整
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
迅
速
な
発
展
に
伴
い
、
世
界
の
気
候
も
顕
著
な
変
化
を
示
し
て
来
て
い
ま
す
。
最

大
の
要
因
は
人
為
的
な
温
室
効
果
に
よ
る
気
体
の
過
度
排
出
で
す
。
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
、IE

A

の
統
計
に
よ
れ
ば
、
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
の
間
に
、
世
界
各
国
か
ら
排
出
さ
れ
た
二
酸
化
炭
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素
の
増
加
量
は
、
台
湾
が
第
八
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
。
但
し
、
二
酸
化
炭
素
排
出
の
年
増
加

率
で
は
、
台
湾
は
世
界
の
ト
ッ
プ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
五
年
の
別
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
台

湾
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
高
消
費
産
業
（
例
え
ば
鋼
鉄
、
石
油
化
学
、
製
紙
及
び
セ
メ
ン
ト
工
業
）
が
、
三
分

の
一
以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
て
い
て
、G

D
P

の
産
出
量
は
三
分
の
一
に
も
満
た
な
い
状
態
に

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
台
湾
の
産
業
構
造
を
調
整
し
な
け
れ
ば
、
世
界
の
気
候
の
変
化
に
対

応
出
来
な
い
事
情
を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

（
１
）
新
し
い
雇
用
機
会
を
創
出
し
、
一
途
に
雇
用
機
会
の
増
加
を
追
求
す
る
政
策
に
変
え
る
べ
き
で

あ
る
。 

 
 ド

イ
ツ
政
府
は
二
〇
〇
七
年
、
既
に
全
世
界
の
気
候
の
変
化
に
対
応
す
る
第
三
次
工
業
革
命
を
定
め
、



 二十三 

産
業
構
造
の
調
整
を
通
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
耗
の
減
少
に
努
め
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
発
展
を
進
め

て
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
減
少
す
る
政
策
を
採
用
し
て
お
り
ま
す
。
ド
イ
ツ
は
更
に
経
済
発
展
の

目
標
を
成
長
率
の
追
求
か
ら
雇
用
機
会
の
創
出
に
改
め
ま
し
た
。 

 

（
２
）
気
候
変
化
に
応
じ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
発
展
に
よ
っ
て
、
永
続
的
経
済
発
展
に
邁
進
す
べ
き

で
あ
る
。 

 
 台

湾
は
、
正
に
先
進
国
家
の
系
列
に
入
る
時
機
に
あ
る
為
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
を
確
立
す
べ
き
挑
戦
を

避
け
て
は
通
れ
ま
せ
ん
。
新
政
府
は
こ
の
機
会
を
借
り
て
、
産
業
構
造
の
調
整
を
行
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
消
耗
を
減
ら
し
、
再
生
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
替
品
を
開
発
し
て
、
よ
り
多
く
の
雇
用
機
会
を
つ
く
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
海
外
依
存
を
減
ら
す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
先
進
国
家
の
成
功
実
例
を
引
用
し
て
、



 二十四 

生
産
面
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
耗
を
減
ら
し
、
二
酸
化
炭
素
排
出
を
避
け
る
事
は
、
台
湾
を
し
て
「
永

続
的
発
展
」
を
重
視
す
る
国
家
に
成
長
さ
せ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。 

五
．
結
び 

 
 本

日
、
こ
ち
ら
に
お
見
え
の
方
々
は
、
殆
ど
台
湾
・
日
本
の
重
要
な
会
社
の
会
長
、
或
は
社
長
の
地
位

に
あ
り
、
企
業
の
革
新
に
つ
い
て
は
非
常
に
理
解
の
あ
る
方
ば
か
り
で
す
。
革
新
が
台
湾
の
長
期
発
展

の
最
大
の
リ
ッ
チ
で
あ
り
、
台
湾
の
未
来
が
こ
れ
に
よ
っ
て
継
続
的
に
発
展
す
る
か
否
か
は
、
ひ
と
え

に
革
新
の
本
質
を
捉
え
、
継
続
的
に
引
き
上
げ
る
こ
と
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
私
は
こ
こ
に
皆
様
を
激

励
し
、
絶
え
ず
革
新
を
以
て
各
種
の
未
知
の
挑
戦
に
臨
み
、
経
済
変
化
の
際
先
を
行
く
事
が
出
来
る
事

に
よ
っ
て
、
不
測
の
経
済
危
機
に
対
応
出
来
る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

 
 



 二十五 

 

私
の
話
は
こ
れ
で
終
わ
り
ま
す
が
、
些
か
な
り
と
も
皆
様
の
励
み
に
な
り
、
ご
参
考
に
な
れ
ば
幸
い

で
す
。 

 

最
後
に
皆
様
方
の
ご
健
康
と
事
業
の
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
■ 

  


